
本章のおもな明細書記載ポイント

炎症（消炎手術）

口腔内消炎手術 口腔内消炎手術 120120・・750750・・26002600・・57005700×　　口腔外消炎手術 ×　　口腔外消炎手術 180180・・300300・・750750・・26002600・・57005700××
腐骨除去手術 腐骨除去手術 600600・・15601560・（＋・（＋12001200）・）・41004100×　　×　　
口腔底膿瘍切開術 口腔底膿瘍切開術 700700×　　歯性扁桃周囲膿瘍切開手術 ×　　歯性扁桃周囲膿瘍切開手術 870870×　　唾液腺膿瘍切開術 ×　　唾液腺膿瘍切開術 900900×　　×　　
外歯瘻手術 外歯瘻手術 15001500×　　歯根分割掻爬術 ×　　歯根分割掻爬術 260260×　　FOp ×　　FOp 630630×　　手術歯根 ×　　手術歯根 6060××

180180 230230
❶❶ ❷❷

口腔内外科後処置 口腔内外科後処置 2222×　　口腔外外科後処置 ×　　口腔外外科後処置 2222×　　歯科ドレーン法 ×　　歯科ドレーン法 5050×　　上顎洞洗浄（片側） ×　　上顎洞洗浄（片側） 5555×　　×　　

・ 歯肉膿瘍切開には「GA」，骨膜下膿瘍，口蓋膿
瘍切開には「AA」と，起因病名を併記する．

※ 「摘要」欄記載事項については，「本章のおもな明細書記載事項・記載例
（本誌 728 頁）」を参照のこと．

処置・手術「その他」欄
・ 顎炎または顎骨骨髄炎等の手術として骨の開さく等を行い口腔内消炎手術を行う場合は，その旨およ

び抜歯した歯の部位を記載する．
　（例） 顎炎又は顎骨骨髄炎等の手術としての骨の開さく等 　    

口腔内消炎手術に係る抜歯部位； 66
・ 歯周外科手術を算定した場合は，手術の区分名称，点数に加え，手術部位を記載する（区分名称は紙

レセプトの場合のみ記載）．
　（例）FOp 630×2　歯周外科手術部位； 6 76 7
・ 手術時歯根面レーザー応用加算を算定した場合は，当該加算の名称を記載する（紙レセプトの場合の

み記載）．
・ 抜歯を前提とした消炎のための根管拡大は，「消炎拡大」と表示し，点数および部位を記載する．また，

消炎拡大後の根管貼薬は，「根貼」と表示し，点数および部位を記載する．
　（例） 66 消炎拡大 160×1
　　 　 66 根貼 33×1



算定項目等 記載欄 明細書略号
「摘要」欄記載
（○：原則必要，

△：場合により必要）

■処 置
感染根管処置（1 歯につき）
　単根管

処置・手術
「その他」欄

消炎拡大

根管貼薬処置（1 歯 1 回につき）
　単根管 根貼

外科後処置
　口腔内外科後処置（1 口腔 1 回につき）
　口腔外外科後処置（1 回につき）

歯科ドレーン法（ドレナージ）（1 日につき）

上顎洞洗浄（片側）

■手 術

歯根分割掻爬術
処置・手術

「その他」欄

口腔内消炎手術
　歯肉膿瘍等 ❶
　骨膜下膿瘍，口蓋膿瘍等 ❷

所定欄

　智歯周囲炎の歯肉弁切除等
　顎�炎または顎骨骨髄炎等（1/3 顎未満の範囲のもの／1/3 顎以上の

範囲のもの／全顎にわたるもの）

処置・手術
「その他」欄

口腔底膿瘍切開術

腐骨除去手術
　歯槽部に限局するもの
　顎�骨に及ぶもの（片側の 1/3 未満の範囲のもの／片側の 1/3 以上

の範囲のもの）
　骨�吸収抑制薬関連顎骨壊死または放射線性顎骨壊死加算

口腔外消炎手術
　骨�膜下膿瘍，皮下膿瘍，蜂窩織炎等（2cm 未満のもの／2cm 以上

5cm 未満のもの／5cm 以上のもの）
　顎�炎または顎骨骨髄炎（1/3 顎以上の範囲のもの／全顎にわたるも

の）

外歯瘻手術

歯性扁桃周囲膿瘍切開手術

唾液腺膿瘍切開術

歯周外科手術
　歯肉剥離掻爬手術
　　手術時歯根面レーザー応用加算


